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「人材確保対策推進協定」の締結
～石川県内の建設業における人材確保対策を推進～
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≪石川の工芸シリーズ○６３≫ 石川県立美術館蔵
ゆうぜん き もの かんばく

友禅着物「寒瀑」
ふたつか おさ お

二塚 長生【昭和21（1946）年－】 重要無形文化財保持者（友禅）
制作年／平成3（1991）年 サイズ／径166.6×裄64.9cm 技法／友禅
作者が追求する友禅の糸目糊での白揚げ技法を主体とした初期の作品。白揚げ技法とは、糸目糊で
防染された線により、少ない色数で生地そのものの白い色を際立たせる技法である。厳寒の滝の落
ちる水を、糸目の太さや構成、地色で見事に表現している。裏地は加賀小紋の坂口幸市氏による鮎
の小紋地である。
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今月の

「人材確保対策推進協定」の締結
～石川県内の建設業における人材確保対策を推進～

締 結 日 令和5年8月21日（月）
締結場所 金沢駅西合同庁舎
出 席 者 石川労働局 長嶋政弘局長、古口浩一職業安定部長、

今町 聡職業安定課長、他職員2名
協 会 平櫻 保会長、山岸 勇専務理事、

大霜祥栄常務理事、他職員2名
概 要

石川県建設業協会と石川労働局は石
川県内の建設業における人材の確保等
に関し連携して取り組みを実施するこ
とを目的に、8月21日（月）、金沢駅西
合同庁舎において「人材確保対策推進
協定」を締結した。
今後お互いが緊密に連携して、県内

の建設業における担い手確保・育成に
向けた取り組みを展開し、地域の守り
手・造り手である建設業の持続性の向
上につなげるもので、建設業界と労働
局の人材確保対策推進に係る協定は全国初となる。
締結式で、平櫻会長は「近年の少子化傾向や高校生の進学希望、都市圏への就職傾向等により、

防災力が低下し災害対応空白地域が発生することを懸念している。石川労働局と意見交換等を重ね
る中で、人材確保や安定的な雇用実現という大きな目標を持って、様々な取り組みを展開するため、
本日の協定締結に至った。今後、相互に緊密な連携を図り、更なる求職者の増加と定着に取り組ん
でまいりたい。また、会員企業とともに、自然災害時の対応等、県民の生活の安心安全を確保でき

るよう引き続き努めてまいります。」と挨拶した。
続いて長嶋局長は、「県内の雇用情勢は、求人の
増加傾向が長きにわたり、人手不足感が強まってい
る。これまでも石川県建設業協会とは連携を図りな
がら雇用対策に取り組んできたが、更に県内の建設
業における人材確保に関する取り組みを推進するた
め、両者が密接に連携し取り組みを実施していくこ
とは極めて有効と考えている。この協定締結を契機
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に、相互の協力関係をより一層強固にしてまいりたい。今月25日には県内ハローワークの職員を
対象に、建設業界の現状や多様化する業務内容等について理解を深め、専門性を向上させることを
目的にスキルアップセミナーの開催を予定している。」と挨拶した。
協定に基づき、連携してスキルアップセミナー（8月）や就職ガイダンス（9月）の開催、建設

現場の見学会や企業説明会の開催等を予定している。

ハローワーク金沢におけるスキルアップセミナーの開催
～協定締結に基づく取り組みの第一弾～

開催日時 令和5年8月25日（金）
第1回 10 : 00～10 : 55、第2回 11 : 05～12 : 05

開催場所 ハローワーク金沢
出 席 者 ハローワーク職員80名（ハローワーク金沢、他県内7か所）

石川労働局 古口浩一職業安定部長、今町 聡職業安定課長
協 会 大霜祥栄常務理事、他職員2名

講 師 担い手確保・育成特別委員会
株式会社岡組 永井賢士代表取締役
株式会社豊蔵組 吉田照紀土木部副部長

概 要

石川労働局と当協会が8月21日（月）に締結した「人材確保対策推進協定」に基づく第一弾の取り
組みとして、県内ハローワーク職員を対象にスキルアップセミナーが開催された。建設業界の現状
や多様化する業務内容等について理解を深め、専門性を向上させることを目的に、多くの職員が参
加できるよう、県内7か所とのオンライン形式で行った。
古口職業安定部長が「建設業の現状・魅力等を正し

く認識し、求職者にリアルな声として伝えていただき
たい。」と挨拶し、続いて永井社長が、建築現場にお
ける「施工管理の意外な3点」として「意外と軽作業。
意外と自由に時間が使える。意外とスキルが身につく
のが早い。」等と紹介した。引き続き吉田副部長が、土
木現場における「ICTの活用や女性技術者の増加によ
る作業環境改善が進み、業界では、新しい現場管理が
始まり必要な人材が多様化している。」等と紹介した。また、国と業界をあげて、週休2日制の確保
等の働き方改革が進められていることも述べられた。
講演後には、女性技術者入社による気付きや変化したと思う点、異業種からの入職事例、未経験

者や未資格者の入職後の資格取得等、活発な質疑応答が行われた。
なお、取り組みの第二弾として、本年9月27日（水）10：30より、ハローワーク金沢において、建

設業での就職経験がない求職者を対象とした「就職ガイダンス」を開催する予定。
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1 はじめに

都市計画道路小立野旭町線は、都市計画道路小立野線と山側環状を繋げ、金沢大学工学部跡地に建設さ

れる県立図書館と金沢美術工芸大学へのアクセス向上を図ることを目的として計画された道路です。

このうち小立野線から図書館を結ぶ区間については、令和4年7月の図書館開館に合わせ供用しました。

一方、図書館から山側環状方面については、従来、住宅街の細い道を通る必要がありましたが、今般、

図書館から山側環状方面側のバイパス区間を、7月20日に供用させたことにより、山側環状から図書館へ

のダイレクトなアクセスが可能となりました。

事業区間

H29.4

R5.8

図－1 広域図 写真－1 金沢大学工学部跡地

図－2 標準断面図

2 事業概要

路 線 名：都市計画道路 小立野旭町線

事業箇所：金沢市小立野2丁目 地内

事業期間：平成29年度～令和5年度

延 長：507m

幅 員：9.0（17.0）m

最近の完成工事から
都市計画道路 小立野旭町線の完成について

～山側環状と県立図書館を結ぶアクセス道路の開通～
石川県土木部都市計画課
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3 整備概要

本道路は図書館や金沢美術工芸大学といっ

た文教施設へのアクセス道路となることか

ら、整備にあたっては、図書館前面の屋外広

場と一体的な空間を創出するため、使用する

歩道舗装の素材や色彩について、統一感を持

たせるように配慮しました。

歩道舗装のデザインは図書館の外壁タイル

の配置で採用された市松模様とし、舗装色は

図書館の敷地内で採用したブラウンと金沢美

術工芸大学で採用したグレーの2色を配色

し、両施設の色調と調和させました。

また、図書館の外観は、大型パネルとガラ

ス面が交互に折り重なって、「本のページを

めくる」というイメージを表現しており、電柱や電線が、図書館の特徴的な外観を阻害しないよう、道路

整備に合わせて無電柱化の整備も行いました。

4 おわりに

本道路の整備により、県土の太い背骨を形成する山側環状から、図書館や金沢美術工芸大学へのスムー

ズなアクセスが可能となり、能登や加賀の県内各地からお越しになる方々の利便性が大きく向上するとと

もに、市街地における安全で円滑な交通が図られ、今後、文教地区として益々賑わいが出てくることを期

待しています。

最後に、本道路の整備に多大なるご尽力を賜りました関係各位には、心から感謝を申し上げます。

写真－3 開通状況（小立野線を望む）写真－2 開通状況（山側環状を望む）

図－3 歩道舗装のデザイン
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金沢建設業協会では、次世代の建設業のため協会を挙げて、人材確保・担い手育成対策に積極的に取り
組んでいます。

■はじめに
少子高齢化社会の進展により、日本の労働人口が大きく減少する中、特にわれわれ建設業界では技術者
や技能者の高齢化が顕著で、将来を託す若手人材の育成・担い手の確保は喫緊の課題となっています。
そこで当協会では、従前より金沢市立工業高等学校に対する卒業課題への支援や現場見学会、測量コン
テストへのアドバイス、生徒との意見交換会の開催など幅広く携わってきました。さらに今年度から新た
に、小学生と中学生にも「建設」に興味や関心を持ってもらうための取り組みを始めましたので、ご紹介
させていただきます。
１ 小学生に対しての特別授業の実施

2年生と6年生に対して協会員自らが企画・立案した特別授業を行います。2年生には「つみ木でま
ちづくり」と題し、自分たちが通う学校の地域をテーマにつみ木を使い建物・道路・橋・川などを作
ることで少しでも建設に親しんでもらいます。
一方、6年生は「建設ってな～に？」と題し、特別に制作した建設のことをおもしろおかしくクイ

ズ形式で解説したDVDを見てもらい、興味や関心を持ってもらいます。その後、不用紙を使いペー
パータワーをグループで作ることで、作る喜びを味わってもらいます。
2年生は10月3日（火）に犀桜小学校で、6年生は9月6日（水）に朝霧台小学校、12月15日（金）に中央小

学校で実施予定です。
２ 中学生に対しての啓発冊子の配布

当協会では、5月に金沢市内の中学2年生全員（公立・私立共約5千人）を対象に啓発冊子「ようこ
そブカツみたいな建設業へ」を配布しました。当協会の青年委員会が立案・作成したもので、建設業
とはどんな仕事なのか、ブカツの経験（スポーツ部・文化部共）が仕事に役立つ、先輩からのメッセー
ジ、変わり行く建設業界（ロボット化・VR技術・ドローン等）などをアニメや写真をふんだんに使
い、また、ページごとにカラーを替えるなど中学生が興味をそそられる様な内容になっています。こ
の冊子を読んでいただき、少しでも建設業への興味と認知度アップに繋がることを期待しています。
また、これから工業系の高校を選択しようとする一つのきっかけになってくれれば、大変有難いと

考えています。

建設ってな～に？（DVD一場面） ようこそブカツみたいな建設業へ。

地区協会コーナー

「次世代へ、人材確保・担い手育成に取り組む」
（一社）金沢建設業協会
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今月の さん
金沢市金石西の会社事務所に「今月の輝きさん」を
訪ねました。

－あなたの会社について教えてください。
当社は、本年6月に創業80周年を迎えた総合建設会
社で、土木事業や建設事業に加え、地域特性を活かし
た新しい価値を創出するプロジェクトの企画や提案、
運営を行っています。私は、土木部に所属し現場監督
として頑張っています。

－建設業を選んだ理由、入社の動機等について教えて
ください。
自宅近くの工業高校の土木科に入学し、大学進学を
目指したのですが、第一志望の県内国立大学には進め
ず、高校で学んだ土木の知識が活かせる建設業への就
職を決めました。加賀建設は自宅から近く、福利厚生
や資格取得支援などのサポートが充実していたことか
ら、是非にと思い入社しました。

－これまでで思い出に残る現場はありますか？
私が入社した年に体験した「海上工事」が思い出に
残っています。作業現場は陸上とばかり思っていた私
にとって初めての体験であり、建設業のイメージがガ
ラリと変わった現場でした。自分の背丈より遥かに大
きなコンクリートブロックが設置され、大型クレーン
を搭載したクレーン付き台船や大量の石材を積んだ
ガット船での作業など、とにかく初めて見るものばか
りでワクワクしました。

同時に「現場には多種多様な人達が集まっていて、それぞれコミュニケーションをとりながら一つの構
造物を完成させているのだな。」と実感した現場でした。

－仕事での苦労やそのために努力していることはありますか？
「海上工事」は、天候や気象条件の影響が大きく、高い波やうねり、雨等による海中の濁りなど日々変
化します。そのため、比較的海が穏やかな早朝から作業を始め、海象の良い日を逃さないため土曜日や日
曜日に作業することがあります。入社して1～2年は、土日が休みの友人に会えない生活がストレスでし
た。しかし、「ICT施工」の導入により作業工程の短縮等が可能となり、土日の作業軽減が図られたこと
で、プライベートのストレスも解消されました。
ICT施工は効果的な技術ですが、関連機器の操作技術が必要ですので、自分が使えるものには率先して
取り組み、知識や操作方法の習熟に努めています。
今、金沢市内の河川改修工事を担当していますが、今年の夏は暑さが厳しいので、ドリンクや資機材の
活用はもちろん、作業員の方に積極的に声を掛けるようにし、その会話の中で健康状態等に気付けるよう
心掛けています。

－休日の過ごし方、趣味等について教えてください。
学生時代の友人や職場の先輩達と、外食やお酒を飲みに行ったりしており、一人の時には近場をドライ
ブしています。車が好きな方ならご存じだと思いますが「トヨタ86」に乗っており、この車が仕事のモ
チベーションの一つです。

－将来の夢、目標は？
当面の目標は、二級土木施工管理技士の資格取得で、10月に行われる試験合格を目指して勉強中です。働

く中でしっかりと時間を確保して勉強し、様々な資格を取得して、建設業で頑張っていきたいと思います。

－最後に建設業を目指す後輩たちに一言。
ICT技術は今後ますます進化し、建設業界において様々な場面で活躍すると確信しています。これから
建設業への入職を目指す方々には、最新技術に触れる楽しさ、進化する建設業を、ぜひ自身で体験して欲
しいと思います。
建設業は大変やりがいのある仕事です。入職して同じ現場で仕事ができたら嬉しいです！

No.102

お うみ としゆき

加賀建設株式会社 近江敏之さん
所 属：土木部
経験年数：3年4カ月
年 齢：23歳

けんせつ一番星☆
今月放送

9月26日（火）
「-Sunset Express-MOVE」

毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05
エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方に

インタビューし建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。
是非お聞きください。
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石川県・石川県交通安全推進協議会

10月は全国不正軽油撲滅強化月間です。
不正軽油（※）は、刑罰をともなう重大な犯罪です。不正軽油の製造、
販売、使用はもちろん、不正軽油に使用されることを知りながら材料を
提供・運搬した人、不正軽油を製造する場所を提供した人なども重い罰
則が適用されます。
不審な業者や施設などの、不正軽油に関する情報をお寄せください。

※「不正軽油」とは、主に灯油やＡ重油を不正に混ぜて、軽油と称して
流通しているものです。
不正軽油は、軽油引取税の脱税にとどまらず、環境汚染の原因にもなっ
ています。
また、石油製品販売業、運輸業、建設業等の公正な市場競争を阻害し
ます。

フリーダイヤル 0120‐797623（なくなろーふせい）
ファックス番号 076（225）1275
メールアドレス keiyu110@pref.ishikawa.lg.jp
ホームページ www.pref.ishikawa.lg.jp/zei/huseikeiyu/

関係機関からのお知らせ
石川県総務部税務課より

全国不正軽油撲滅強化月間について
～石川県不正軽油撲滅対策協議会・石川県からのお知らせ～
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協 会 報令和5年9月号 (9)

石川県総合建設業協同組合
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
損保ジャパンパートナーズ株式会社

TEL 076-231-7786
FAX 076-231-7766
〒920-0919 金沢市南町5-20
 中屋三井ビル2F

当協会では、デジタルトランスフォーメーション（DX）の一環として、協会報のペーパーレ

ス化及び各種システムの充実等に努めております。

今回、その具体的な取組として、「協会グループウエア（会員専用ページ）」に掲載されており、

既にタイムリーな形でご覧いただいている、

① 各委員会の開催結果…掲示板の「協会だより」に掲載

② 業界時報…掲示板の「業界時報」に掲載

③ 県協会・地区協会からのお知らせ（行事予定）…「スケジュール」に掲載

について、協会報に掲載せずスリム化を図ることにしました。

会員の皆様には、これまで同様、所定のパソコンもしくは県協会ホームページ（会員専用ペー

ジ）から「協会グループウエア」にアクセスしていただき、上記記事をご覧下さい。

皆様方からご意見・ご要望等を賜りながら、広報の充実と業務の合理化・効率化に真摯に取組

んでまいりますので、ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。

編集担当者からのお知らせ
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